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	1. はじめに
	2. 脱水固化処理土の作製
	プラントでの脱水固化処理土は鳥栖砕石（有）にて表1のTA～TEに示す条件で製造した。松尾らP1）Pは、スラリー化した消石灰を泥水槽の上部から添加したが均質な混合ができなかったため、本研究では泥水槽から加圧脱水装置に送るパイプ内にスラリー化した消石灰を送ることで混合した。脱水後の脱水固化処理土は塊のままポリエチレン袋に入れ実験室に持ち帰った。
	実験室での脱水固化処理土は表1のSA、SBの条件で製造した。含水比を70％に調整した泥水に工業用石灰（HL）を5％または3％添加し、ホバート型ソイルミキサーで十分に混合したのちCBR試験用のモールドに投入し、ベロフラムシリンダーを用いて800kN/m²の荷重を1時間与え脱水処理を行った。脱水後SAは9.5mmふるいを通過するようにときほぐし、SBはそのまま恒温庫（20±3℃）内で7日間密閉養生した。
	3. 針貫入試験およびコーン試験
	プラントで作製した脱水固化処理土（TA～TE）に対し、養生期間7、28、56、94日で改良土塊に対する軟岩ぺネトロ計SH-70による針貫入試験と9.5mmふるいを通過するようにときほぐした改良土に対するコーン指数試験（JIS A 1288 : 2009）を行った。養生期間と針貫入量の関係を図-1、養生期間とコーン指数の関係を図-2に示す。針貫入試験は異なる3か所（①～③）から採取した土塊に対して各9か所で値を得た。針貫入勾配のばらつきは大きいが、各養生期間の平均値を実線で結ぶと養生期間が長くなる...
	プラントと室内で作製した脱水固化処理土の養生期間7日目のコーン指数を消石灰添加率で比較した結果を図-3に示す。室内実験で作製した処理土の方が低添加率でも大きなコーン指数が得られ、添加率3％で3倍以上のコーン指数となった。針貫入量で確認されたばらつきが原因と考えられ、さらなる混合システムの改善が必要である。

